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近畿大学医学部・病院
開設５０周年事業募金　ご挨拶

　平素より、近畿大学医学部・病院へのご理解とご協力を賜り、心よりお礼申しあげます。近畿大学
医学部は昭和49年（1974年）に開設され、令和6年（2024年）に50周年を迎えます。現在まで、多くの
医師や研究者を輩出し、社会から高く評価され、地域の医療にも貢献してまいりましたが、施設の老朽化
が進んできました。このため、５０周年事業の一環として、令和7年（2025年）に医学部・病院を泉ケ丘
駅前に新築移転する計画をすすめ、令和4年（2022年）10月には起工式を行いました。
　新キャンパスでは、ICT技術を活用し、質の高い教育と医療を提供いたします。教育理念である
「人に愛され、信頼され、尊敬される人の育成」に基づき、南大阪唯一の医学部として、地域医療に
貢献し、AIや国際化にも対応できる医師の育成に努めます。さらに、ゲノム研究や再生医療などの
最先端研究と医療への還元を進めていきます。
　近畿大学医学部・病院のさらなる発展のため、医学部卒業生、同窓会、
教職員、関係する個人、企業、団体の皆様にご支援とご協力をお願い申しあげます。
本事業の趣旨にご理解とご賛同をいただき、是非とも格別のご支援を賜ります
よう、切にお願い申しあげます。

近畿大学医学部 学部長
西尾 和人

　日頃より皆様方には近畿大学医学部ならびに近畿大学病院に対し多大なるご理解およびご支援を
賜り、心より厚くお礼申しあげます。
　本院は、特定機能病院としてがんや心臓・脳血管障害などの高度先端治療の強化を図り、IT化により更なる
良質な高度医療の提供。南大阪における基幹病院および救急災害拠点として地域貢献に注力しております。
　また今後予定されている医学部と共に堺市泉ヶ丘への移転に関しては、最新機能を兼ね備えた構想が
計画されており、高度急性期医療機能や日帰り手術など外来機能のさらなる充実を目指し、患者様には
スマートホスピタル化によるサービスの向上はもちろん、今よりもさらに患者様に近い病院を目指したいと
考えています。
　大学病院として地域の皆様に安心して受診頂ける医療の提供に向けて日々 努力して参ります。
　そのため平成27年（2015年）より「近畿大学医学部・病院50周年事業」を立ち上げ、
今後とも卒業生・教職員・個人・企業・団体の方々にご協力を賜りたくお願い申し
あげる次第です。
　何卒この趣旨にご理解とご賛同をいただき、ご支援を賜りますよう切にお願い申し
あげます。

近畿大学病院 病院長（近大病院統括）

東田 有智

　皆様方におかれましては平素より近畿大学医学部ならびに近畿大学病院における教育・研究・
診療におきまして多大なるご支援を賜り誠にありがとうございます。

　さて本学医学部は昭和49年（1974年）4月に開設され翌、昭和50年（1975年）には病院も開院
致しました。以後、約50年に亘って南大阪における唯一の医学部・大学病院として多くの医師を
輩出するとともに大阪南部における基幹病院として近隣の関西各地区はもとより全国各地からの
患者様を多数受け入れ質の高い高度な医療を提供して参りました。また近畿大学病院は地域
がん診療連携拠点病院、肝疾患診療連携拠点病院、災害拠点病院、特定機能病院の指定を
受け、最善・最先端の医療を地域に提供すべき大学病院としての責務を着実に果たし大きく発展

してまいりました。

　さて本学医学部も、いよいよ令和6年（2024年）に医学部・大学病院開設50周年という大きな
節目を迎えました。これまで大きく発展を遂げてきた本学医学部・病院がさらに一層の飛躍を果たし
地域住民・同窓・本学関係者から信頼され、さらには世界からも注目される医学部・大学病院に大きく
躍進して行くために「近畿大学医学部・病院開設50周年事業」を立ち上げました。その大きな柱が
令和7年（2025年）に予定されている泉ケ丘駅前への医学部・病院の新築移転であります。

　近年の医療を取り巻く環境は大変に厳しいものがありますが、この医学部・病院の移転を中心と
した「近畿大学医学部・病院開設50周年事業」は今後の近畿大学の命運を賭けた一大事業として
是非とも成功させなければなりません。そのためには日々の教職員の努力は不可欠でありますが、
本学医学部卒業生、同窓会、教職員、医学部に関係する団体、個人の皆様には是非ともご協力を
お願いする次第であります。

　何卒この「近畿大学医学部・病院50周年事業」の趣旨にご理解と
ご賛同を賜り格別のご支援を賜りますよう切にお願い申しあげます。

学校法人近畿大学 理事（医学部・病院担当）

工藤 正俊
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昭和49年（1974年）の開設当初から大阪狭山の地で医学部教育および地域医療の拠点として運営してまいりました。

大阪狭山キャンパス施設の耐震化及び教育施設の充実化を図り、さらに高度な医療を提供できる設備整備を行うことが

必要となり、令和7年（2025年）11月に近畿大学医学部・病院を堺市泉ヶ丘に移転を予定しています。

大阪府堺市の泉ケ丘駅前地域活性化ビジョンにおいて泉ケ丘駅前は、ライブタウンセンターとして生まれ変わる予定と

なっており、新キャンパスでは南大阪における基幹病院および救急災害拠点として地域医療に貢献してまいります。

開 設 5 0 周 年 事 業 募 金近畿大学医学部・病院泉ヶ丘移転事業計画

3 目 標 額 等

●目標額

●募集期間
平成27年（2015年）4月1日～
令和8年（2026年）3月31日 
※募集期間は変更する場合があります

●寄附金額
法人・団体様　1 口あたりの金額は
　　　　　　　特に定めておりません。
個人様　　　　1 口   5,000 円

50 億円

1 趣　意

本学の建学の精神である「実学教育」と「人格の陶冶」を踏まえて、開設50年を迎える近畿
大学医学部・病院の教育・研究・診療をさらに飛躍的に発展させるとともに、これからの
医学・医療を担う人材を育成することで日本の医療の発展と地域医療の充実に貢献します。
なお、本事業は令和7年（2025年）に創立100周年を迎える学校法人近畿大学の「創立100
周年記念事業」に位置づけられています。

2 概　要

●教育研究への寄附
　最先端の研究活動を支え、未来の医療を切り開く。
　先進医療の研究へ取り組む飽くなき探究心。医学の進歩へ寄与する研究を本学は積極的に展開します。
　
●医療施設設備への寄附
　人に愛され、信頼され、尊敬される医療人を育成する根幹を支える医療施設の充実を。
　病院施設は医学教育の中核をなします。日々進歩する医療を学ぶ施設として、常に最新の環境を提供します。
　
●学生支援への寄附
　医療人としての人格形成に有意義な学生生活を支える。
　部活動や国際交流など、さまざまな学生活動をサポートします。
　
●施設設備への寄附
　未来志向の医学教育のさらなる発展に向けて。
　キャンパス整備や施設整備など学びの場の充実のために活用します。
　
●大学主催行事への寄附
　在学生と卒業生を結ぶ絆を育む。医学教育を支えてくれた人々への感謝。
　世代を超えて受け継がれる近大精神。大学主催行事を通して育みます。

※パースはイメージであり今後変更になる可能性があります。※パースはイメージであり今後変更になる可能性があります。

サービス棟、講義・実習棟付近

移転コンセプト  ひとつながりのひろば
みどりやひとやまち、様々なモノ・コトをつなげる

“ひとつながりのひろば”をつくります

みどりとみどりをつなぐ

・この土地の役割を“未来へとつなぐ”ため、
敷地内の緑化を計画しています。

・敷地内外の“みどりとみどりをつなぐ”た
め、敷地境界線上にはフェンス等の囲いを設
けないとともに、周辺の緑地・緑道との調和
を図った植栽・舗装計画を予定しています。

●❶
ひととひとをつなぐ

・“ひととひとのつながり”を活性化するた
め、敷地内の各所に近隣住民の皆さまや患者
さま、学生達が利用できる憩いのスペースを
計画しています。

・イベントスペース等に利用することが出来る
スペースを計画し、“ひととひととの交流
の場”を創出します。

・“健康を未来に繋ぐ”ため、歩くことが楽し
くなるような外交計画を予定しています。

●❷
まちとまちをつなぐ

・“泉ケ丘駅前エリアと敷地周辺を動導
線的につなげる”ため、泉ケ丘駅前から続
くペデストリアンデッキを敷地内に延長し、
緑道と接続することで近隣住宅や学校へのア
クセス性の向上を目指します。
　また、敷地内のペデストリアンデッキ・緑道
は、散歩・散策等のルートとしても利用でき
るよう24時間開放する予定です。

●❸
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❶ 金融機関でのお申込み

❷ インターネットでのお申込み

■受配者指定寄付金

■税制上の優遇措置
■税制上の優遇措置

個人様の場合 法人様の場合

文部科学省から所得税の「税額控除対象法人」及び「特定公益増進法人」の認可を受けておりますので、寄附者様
にて「税額控除方式」または「所得控除方式」のいずれかでメリットの大きい方をご選択いただくことが可能です。
さらにお住まいの地域によっては住民税の控除対象となるため、併せて最大で約50％の寄附金控除を受け
ることができます。 
 ※寄附金控除を受けるには確定申告が必要となります。詳しい条件などは、お住まいの地域を管轄する税務署等へご相談ください。

個人・法人の場合

・別紙「寄付申込書」に必要事項を記入のうえ、近畿大学医学部・病院運営本部 総務広報課 募金係に提出願います。

インターネットでのお申込みの場合、以下の支払い方法をご利用いただけます。

●個人情報の取扱い

●振込方法

ご寄附により取得した個人情報につきましては、本学からのお礼状、領収書の送付および広報、ご芳名録（銘板
登載を含む）への掲載等に関するほか、本学から寄附者様にご連絡する必要がある場合のみ利用させていただ
きます。

　・寄附金の受領日は、事業団指定銀行の口座に寄附金が入金された日となりますが、事業団発行の「寄付金受領書」がお手元に届くまでに最大3ヶ月程度かかることが
　ございます。

※お申込み後のご変更・お取り消しは、原則としてお受けできません。

①クレジットカード決済について
クレジットカードをご利用の場合、「今回のみ」と「毎月」のいずれかを
ご選択いただけます。
「今回のみ」＝お申込み時1回限りの決済となります。
「毎月」＝お申込み時に設定いただいた金額が毎月決済されます。

②コンビニ支払について
インターネットお申込みサイトでの申込完了後にお知らせされる支払番号（コンビ
ニより“確認番号”、“お客様番号”、“払込番号”等、名称は異なります）を各コンビニに
設置されている端末に入力し、お振込していただくサービスです。
※セブンイレブンとセイコーマートは店頭レジにお伝えください。

振込用紙等に必要事項をご記入のうえ、お振込願います。
・りそな銀行および埼玉りそな銀行の本支店において本学指定の振込用紙等をご利用いただければ、
　振込手数料は不要となります。

受配者指定寄付金として、全額が損金算入できます。  ※ただし、寄附金を支出した日の属する事業年度内のみ

指定銀行名

りそな銀行河内千代田支店

預金口座名：学校法人 近畿大学

普　通 No.1577524
種　類 口座番号

ガッコウホウジン　キンキダイガク

受配者指定寄付金受入フロー

（1）クレジットカード

【ご参考】

（2）コンビニ支払

ご注意

寄附者様
寄附金10万円

税額控除方式

日本私立学校振興・共済事業団（以下「事業団」）が私立学校の教育研究の発展に寄与するために寄附者様（企業等法
人様）からの寄附金をいったん事業団が受け入れてこれを寄附者様（企業等法人様）が指定した学校法人へ配付する
制度です。寄附金を支出した事業年度において全額を当該年度の損金に算入することができます。

「寄附申込書」をご記入のうえ近畿大学医学部・病院運営本部 総務広報課 募金係までご送付いただき、金融機関から
お振込ください。

記念事業の指定欄に「医学部・近畿大学病院移転（医学部開設50周年事業）」をご選択ください。
詳細につきましては、挟み込みのリーフレットをご覧ください。

学校法人近畿大学創立100周年記念サイトからお申し込みいただけます。

手続き方法の説明
「寄付申込書」の送付

「寄付申込書」の確認
寄附金入金確認

「寄付申込書」送付
寄附金送金

「寄付申込書」受理
寄付金入金確認

「寄付金受領書」送付 「寄付金受領書」発行

「寄付申込書」のご記入・ご送付
指定口座へのお振込

ご寄附のお申し出

「寄付金受領書」受領

学校法人近畿大学創立100周年記念サイト
サイト内の

からお進みください。
https://100th.kindai.ac.jp

寄附法人様 学校法人近畿大学 日本私立学校振興・共済事業団

課税所得が500万円の方の場合

メリットが大きい方を

ご選択いただけます

所得税率に関係なく減税率は直接所得税額から控除（25％）が上限

寄附金額　　限度額
（ 10万円 ̶ 2千円 ）

控除率
40％

控除額

39,200円× ＝

所得控除方式
所得金額に応じて5％～45％の税率（所得税率）をかけて控除が決定

お住まいの地域により最大10％（府県、市区町村分を合わせて※注）の
住民税控除が受けられます

※注：市区町村は各自治体の条例により控除の有無、控除額が異なります。

学校法人近畿大学が住民税の控除対象として条例で指定を受けている府県
【大阪府・和歌山県・奈良県・兵庫県・三重県・広島県・福岡県・富山県】

寄附金額　　限度額
（ 10万円 ̶ 2千円 ）

寄附金額　　限度額
（ 10万円 ̶ 2千円 ）

所得税率
20％

住民税控除率

控除額

19,600円×

×

＋
＝

所得税の控除

住民税の控除
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感謝を込めて
ご寄附いただいた皆様へ心ばかりの贈り物
近畿大学ならではの記念品 銘板・芳名録への掲載について

寄附者様（個人）への記念品・顕彰一覧

※イメージです。 ※イメージです。

（注1）近大みかん、近大マンゴーがご準備できない場合は、それぞれ湯浅農場産新米・近大本くえ鍋セットに替えさせていただきます。
※ 記念品は予告なく変更する事がありますので、あらかじめご了承ください。
※ 記念品は、ご寄附の累計金額に応じて謹呈いたしますので、複数回ご寄附いただいた場合でも該当金額の記念品のお渡しは1回のみとなります。
※ 近大みかんや近大マンゴーなどの農産品や特産品は、毎年3月31日を締日とし、締日段階でのご寄附累計額に応じた記念品を、ご寄附賜りました翌年度の収穫時期に発送いたします。

※芳名録等への掲載は、寄附申込書に記載いただいたお名前で掲載させていただきます。
　（法人様・団体様に関しましては、法人名・団体名のみ掲載させていただきます）
　「掲載不可」と記載いただいた場合は、掲載いたしません。
※銘板及び記念碑の設置場所等に関しましては、設置時期になりましたら創立100周年記念サイトにてご案内いたします。 

個人でご寄附賜りました方には、附属農場産の近大マンゴー（愛紅・アーウィン）、近大みかんといった農産品や水産研究
所産の養殖魚の加工品をはじめとする特産品や産学連携商品、平成25年（2013年）に開店した、「近大卒の魚と紀州の
恵み 近畿大学水産研究所」（大阪店及び銀座店）でご利用いただける寄附者様限定コース御食事券等、ご寄附の累計額
に応じて、近畿大学ならではの記念品を謹呈いたします。

ご寄附賜りました方は、創立100周年記念サイトのWeb芳名録にご芳名を掲載し、末永く顕彰させていただきます。

ご寄附の累計が下記の金額に達していれば、銘板及び記念碑にご芳名を掲載し、末永く顕彰させていただきます。

なお累計が100万円以上の寄附者様は、別途「近畿大学医学部・病院開設50周年事業募金寄附者銘板」（仮称）にもご芳名を
刻み、末永く顕彰させていただく予定です。

詳しい情報は、学校法人近畿大学創立100周年記念サイトをご覧ください。

https://100th.kindai.ac.jp/guidance/recongnition/

詳しい情報は、学校法人近畿大学創立100周年記念サイトをご覧ください。

【銘板】
 個人様：10万円以上
 団体様：50万円以上
 法人様：100万円以上

【記念碑】
 個人様：300万円以上
 法人様・団体様：1,000万円以上

https://100th.kindai.ac.jp/houmeiroku/names/

オリジナル ブックマーカー 近大マンゴー

無添加みかんジュース「100％近大です。」

近大みかん

湯浅農場産新米 近大本くえ鍋セット

近畿大学病院 PET 検診ご招待券

近畿大学水産研究所
寄附者様限定コース御食事券

記念品・顕彰

記念オリジナルグッズ（領収書送付時に同封）

Web芳名録へのご芳名掲載

オリジナル ブックマーカー

無添加みかんジュース「100％近大です。」

近大みかん または 湯浅農場産新米（注1）

銘板へのご芳名掲載　※設置時期、設置場所は創立100周年記念サイトにてご案内いたします。

近大マンゴー（愛紅もしくはアーウィン） または 近大本くえ鍋セット（注1）

近畿大学水産研究所寄附者様限定コース御食事券 （大阪店・銀座店共通券）

記念碑へのご芳名掲載　※設置時期、設置場所は創立100周年記念サイトにてご案内いたします。

近畿大学病院PET検診ご招待券（PET/CTがん検診コース）

近畿大学病院PET検診ご招待券（PET/CTがん検診プレミアムコース）

寄附金額（累計）

寄
附
者
様
全
員

３
万
円
以
上

５
万
円
以
上

10
万
円
以
上

50
万
円
以
上

100
万
円
以
上

300
万
円
以
上

500
万
円
以
上

1,000
万
円
以
上

● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ●
● ● ●
● ●
●
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※パースはイメージであり今後変更になる可能性があります。

近畿大学医学部 50年への歩み
※各建築物に付随する数字は敷地面積を表します。

1925 ■ 大阪専門学校の設立が認可される

1943 ■ 大阪理工科大学の設立が認可される

1949 ■ 新学制により大阪理工科大学と大阪専門学校を
合併し、近畿大学の設立が認可される

1951 ■ 学校法人近畿大学が認可される

1974

■ 医学部（医学科）の設置が認可される
■ 医学部開学式
■ 医学部進学課程棟（3325㎡）、図書館棟（2423㎡）
竣工

■ 医学部専門課程棟（6228㎡）竣工
■ ライフサイエンス研究所設置
■ 医学部研究棟（1万5609㎡）竣工

1975
■ 医学部附属病院（4万330㎡）、看護婦宿舎
（3768㎡）竣工
■ 医学部附属病院開院式
■ 東洋医学研究所設置

1977
■ 医学部の臨床講座に3講座増設（脳神経外科学、
心臓外科学、臨床病理学）

■ 神経病棟・円形講堂（7157㎡）竣工

1980
■ 大学院増設が認可される。医学研究科博士課程
（生理学系、病理学系、社会医学系、内科学系、  
　外科学系）

1981
■ 医学部研究棟増築（9771㎡）竣工
■ 高血圧研究所設置

1994 ■ 特定機能病院承認
■ 医学部関西国際空港クリニック（100㎡）開院

1982 ■ 附属病院救命救急センター（1860㎡）開設

1983 ■ 医学部附属病院増築工事（1万399㎡）竣工

1995
■ 阪神淡路大震災を受けて、救急救護センターを
神戸市東灘区に期間限定で設置する

■ エイズ拠点病院指定

1996 ■ 災害拠点病院指定

2013 ■ 救急災害センター開設

2018 ■ 医学部堺病院閉院

■ 近畿大学病院、近畿大学奈良病院に名称変更
■ がんゲノム医療拠点病院指定2019

■ 地域がん診療連携拠点病院（高度型）指定
■ 医学部・近畿大学病院起工式2022

2016 ■ ハイブリッド手術室・ロボット専用手術室他2室増設
■ MPU（精神病棟）設置

2024 ■ 医学部50周年

2004
■ 財団法人日本医療機能評価機構の病院機能評価の
認定を受ける

■ 臨床研修指定病院指定

2005 ■ 近畿大学高度先端総合医療センター（PET分子
イメージング部）開設

2007 ■ 治験拠点病院指定
■ 地域周産期母子医療センター指定

2011 ■ 東日本大震災の際、近大DMAT（災害派遣医療
チーム）2隊を被災地に派遣

2014 ■ 手術支援ロボット「da Vinci Si」導入

2008 ■ 肝疾患診療連携拠点病院指定
■ シミュレーションラボ設置

2009 ■ 地域がん診療連携拠点病院指定

2025
■ 泉ヶ丘移転予定
■ 病院開設50周年
■ 学校法人近畿大学創立100周年

1999 ■ 医学部堺病院開院
■ 医学部奈良病院開院

診療棟前からペデストリアンデッキ沿いの道
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近畿大学医学部・病院運営本部 総務広報課 募金係
〒589-8511   大阪府大阪狭山市大野東377-2
TEL： 072-366-0319（直通）　FAX： 072-365-8300
E-Mail： syomu@med.kindai.ac.jp

近畿大学法人本部　創立100周年記念事業企画室
〒577-8502   大阪府東大阪市小若江3丁目4-1
TEL： 06-4307-3112　FAX： 06-6723-7690
E-Mail： 100thanniv@itp.kindai.ac.jp

近畿大学医学部・病院開設50周年
事業募金について

学校法人近畿大学創立100周年
記念事業募金全般について

お問い合わせ先



近畿大学医学部・病院は堺市泉ヶ丘に令和7年（2025年）11月移転予定となっております。

※パースはイメージであり今後変更になる可能性があります。

Moving To Izumigaoka

移転コンセプト  ひとつながりのひろば

皆様のご支援を心からお待ちしております

「一本のつよい線に貫かれる」近畿大学の教育理念から

“ひとつながり”をコンセプトに敷地全体の計画を行いました。

「ひとつながりのひろば」は新たな地域の器として

親しまれることを目指します。

https://www.med.kindai.ac.jp/relocation/

医学部･病院移転特設サイト


